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文
責
は
各
会
派
に
あ
り
ま
す

会
派

意
見
の

　
会
派
『
輝
』
は
、
３
月
議
会
に
お
い
て
、

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
最
優
先
に
位

置
付
け
、
引
き
続
き
素
早
く
柔
軟
な
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
本
市
に
強
く
求

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
３
年
度
の
予

算
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
浮
き
足
立
つ
の
で
は
な
く
、
現
実
的

で
地
に
足
が
つ
い
た
予
算
編
成
だ
と
評
価

し
、
多
数
の
意
見
と
要
望
を
申
し
述
べ
て

「
賛
成
」
を
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
は
第
４
次
総
合
計

画
第
２
期
基
本
計
画
・
前
期
実
施
計
画
の

初
年
度
と
な
り
ま
す
。
第
１
期
基
本
計
画

で
出
た
課
題
点
を
再
確
認
し
、
改
善
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
会
派
『
輝
』
に
お
い
て
も
、
議

会
の
機
能
と
し
て
最
も
重
要
で
あ
る
監
視

機
能
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し
、
行
政
と
力

を
合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
長
岡
京
市
の
実

現
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
が
長

期
化
し
て
お
り
、
皆
様
に
は
我
慢
を
強
い

て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
会
派

『
輝
』
と
し
て
、
市
民
へ
の
素
早
い
情
報

提
供
や
情
報
共
有
を
行
い
、
行
政
と
力
を

合
わ
せ
て
、
こ
の
困
難
な
局
面
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
！
　
　
　
　
　
　

　
　

　
令
和
三
年
度
予
算
は
、
市
民
生
活
の
安

全
安
心
を
最
優
先
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
、
新
庁
舎
の
整
備
、
済

生
会
京
都
府
病
院
の
移
転
支
援
な
ど
に
重

点
配
分
さ
れ
、
総
額
三
百
十
二
億
円
規
模

で
可
決
し
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
で
は
、

子
育
て
応
援
教
室
や
子
ど
も
見
守
り
宅
食

支
援
、
学
校
教
育
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
一
人
一
台
の
運
用
、
ま
た
「
脱
炭
素
」

社
会
へ
の
転
換
な
ど
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
岡
京
駅
前
線
整
備
に
関
し
て
、
事
業

の
進
捗
状
況
や
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
質
し
、
天
神
通
り
踏
切
ま
で
約
百
メ
ー

ト
ル
部
分
に
歩
道
が
な
く
、
用
地
協
議
を

進
め
て
い
る
こ
と
や
容
積
率
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
　
　
　

　
地
球
温
暖
化
と
農
業
振
興
に
関
し
て
質

し
、
農
業
用
た
め
池
整
備
方
針
、
地
元
負

担
軽
減
、
水
稲
栽
培
の
病
害
虫
防
除
支
援
、

都
市
と
農
業
の
共
生
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
　
　

　
第
４
次
総
合
計
画
の
第
２
期
基
本
計
画

の
５
年
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
民
の

豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
、
未
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司

　

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
第
４
次
総
合
計

画
の
第
２
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
予
算
の
最
優
先
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
で
あ
る
こ
と
は

当
然
の
判
断
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、

災
害
へ
の
備
え
や
防
災
拠
点
と
も
な
る
新

庁
舎
の
整
備
と
い
っ
た
安
全
・
安
心
の
確

保
や
、
「
保
健
・
医
療
」
の
分
野
に
お
け

る
済
生
会
京
都
府
病
院
の
移
転
支
援
、
共

生
型
福
祉
施
設
構
想
の
推
進
と
い
っ
た
、

暮
ら
し
の
基
盤
の
下
支
え
に
も
十
分
配
慮

さ
れ
た
予
算
編
成
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し

ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
一
人
一

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
本
格
運
用
や
、

学
校
施
設
の
改
修
や
空
調
整
備
な
ど
、
ソ

フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
学
習
支
援
を
図

っ
て
い
く
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
デ

ジ
タ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
本
市
の
児
童

・
生
徒
の
「
生
き
る
力
、
し
な
や
か
な
人

づ
く
り
」
に
取
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
行
政
需
要
に
対
し
て
、
各
施
策
の
推

進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

へ
の
円
滑
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
上
村
真
造
　
白
石
多
津
子
　
田
村
直
義

　

　
３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算

の
審
議
を
行
い
、
総
額
３
１
２
億
６
千
万

円
の
予
算
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
　
　

　
本
予
算
は
、
災
害
が
発
生
す
れ
ば
対
策

本
部
を
設
置
す
る
重
要
な
施
設
で
あ
る
と

訴
え
続
け
て
き
た
新
庁
舎
の
建
て
替
え
、

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
医
療
機
関
の
重
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
た
公
的
病
院
と
な
る
済

生
会
京
都
府
病
院
移
転
支
援
な
ど
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
、

さ
ら
に
は
、
が
ん
検
診
や
予
防
接
種
の
充

実
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
新
中
学
３

年
生
と
新
高
校
１
年
生
へ
個
別
通
知
の
実

施
、
保
育
人
材
確
保
の
保
育
士
宿
舎
借
り

上
げ
支
援
、
病
児
・
病
後
児
保
育
運
営
助

成
、
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
、
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
や
小
中
学
校
施
設
安
全
対

策
な
ど
、
市
民
生
活
を
支
え
る
予
算
で
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
で
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等

の
資
源
ご
み
が
家
庭
内
で
増
え
る
状
況
を

訴
え
、
新
た
な
資
源
回
収
シ
ス
テ
ム
構
築

の
検
討
を
要
望
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
公
明
党
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
正

確
な
情
報
発
信
に
努
め
、
小
さ
な
声
を
大

切
に
し
、
働
い
て
参
り
ま
す
。
　
　
　
　

　

　
令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

全
て
の
議
案
を
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
予
算
配
分
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
、
新
庁
舎
建
設
、
済
生
会
京

都
府
病
院
の
移
転
支
援
が
中
心
で
あ
り
、

市
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
・
安
定
を
念

頭
に
審
議
を
深
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
の
予
算
の
特
徴
と
い
た
し
ま
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
様
々
な
生
活

様
式
が
変
化
を
す
る
中
、
学
校
教
育
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一
人
一
台
の
運
用
、
感

染
症
対
策
の
学
校
施
設
改
修
、
子
育
て
支

援
で
は
、
子
供
を
生
み
育
て
る
こ
と
へ
の

支
援
な
ど
、
新
た
な
生
活
へ
の
転
換
を
促

し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
予
算
と
し
て
長
岡
京
市

の
魅
力
で
も
あ
る
都
市
と
田
園
の
調
和
の

と
れ
た
環
境
の
保
全
・
農
家
支
援
策
も
兼

ね
た
水
稲
栽
培
に
お
け
る
支
援
の
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
が
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
お
声

を
お
聞
き
し
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た

事
業
推
進
と
政
策
実
現
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
八
木
　
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

コ
ロ
ナ
禍
に
下
水
道
２
割
値
上
げ
!?

　
令
和
３
年
度
予
算
で
は
こ
れ
ま
で
求
め

て
き
た
保
育
士
確
保
の
宿
舎
借
り
上
げ
や
、

障
が
い
者
外
出
支
援
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
増
額
等
前
進
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
10
月
か
ら
の
下
水
道
使
用
料
の
値
上

げ
中
止
の
声
に
市
は
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
共
産
党
は
、
感
染
最
前
線
で
働
く
ケ
ア

労
働
者
へ
の
慰
労
金
や
、
変
異
株
に
よ
る

感
染
再
拡
大
を
抑
止
す
る
た
め
の
高
齢
者

施
設
等
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
求

め
ま
し
た
が
、
市
は
「
考
え
て
い
な
い
」

「
府
が
や
る
こ
と
」
と
ケ
ア
労
働
者
へ
の

感
謝
も
、
真
剣
に
命
を
守
ろ
う
と
す
る
姿

勢
も
な
い
も
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
共
産
党
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
の
実

態
と
実
情
に
合
っ
た
対
策
を
求
め
ま
し
た

が
、
予
算
は
４
９
０
万
円
の
増
だ
け
で
す
。

運
営
が
厳
し
い
障
が
い
者
福
祉
施
設
へ
の

補
助
金
削
減
の
停
止
を
求
め
ま
し
た
が
、

市
は
補
助
金
を
半
減
さ
せ
、
生
活
保
護
申

請
を
た
め
ら
わ
せ
る
「
扶
養
照
会
」
廃
止

の
求
め
に
も
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　

　
減
便
方
針
を
打
ち
出
し
た
阪
急
バ
ス
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
路
線
や
本
数
を
守
る

姿
勢
を
明
確
に
し
、
市
民
の
足
確
保
の
責

任
を
果
た
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
　
　

　

会
派
と
は
同
じ
意
見

や
考
え
を
持
つ
議
員
が

集
ま
っ
て
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
３
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
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文
責
は
各
会
派
に
あ
り
ま
す

会
派

意
見
の

　
会
派
『
輝
』
は
、
３
月
議
会
に
お
い
て
、

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
最
優
先
に
位

置
付
け
、
引
き
続
き
素
早
く
柔
軟
な
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
本
市
に
強
く
求

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
３
年
度
の
予

算
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
浮
き
足
立
つ
の
で
は
な
く
、
現
実
的

で
地
に
足
が
つ
い
た
予
算
編
成
だ
と
評
価

し
、
多
数
の
意
見
と
要
望
を
申
し
述
べ
て

「
賛
成
」
を
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
は
第
４
次
総
合
計

画
第
２
期
基
本
計
画
・
前
期
実
施
計
画
の

初
年
度
と
な
り
ま
す
。
第
１
期
基
本
計
画

で
出
た
課
題
点
を
再
確
認
し
、
改
善
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
会
派
『
輝
』
に
お
い
て
も
、
議

会
の
機
能
と
し
て
最
も
重
要
で
あ
る
監
視

機
能
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し
、
行
政
と
力

を
合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
長
岡
京
市
の
実

現
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
が
長

期
化
し
て
お
り
、
皆
様
に
は
我
慢
を
強
い

て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
会
派

『
輝
』
と
し
て
、
市
民
へ
の
素
早
い
情
報

提
供
や
情
報
共
有
を
行
い
、
行
政
と
力
を

合
わ
せ
て
、
こ
の
困
難
な
局
面
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
！
　
　
　
　
　
　

　
　

　
令
和
三
年
度
予
算
は
、
市
民
生
活
の
安

全
安
心
を
最
優
先
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
、
新
庁
舎
の
整
備
、
済

生
会
京
都
府
病
院
の
移
転
支
援
な
ど
に
重

点
配
分
さ
れ
、
総
額
三
百
十
二
億
円
規
模

で
可
決
し
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
で
は
、

子
育
て
応
援
教
室
や
子
ど
も
見
守
り
宅
食

支
援
、
学
校
教
育
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
一
人
一
台
の
運
用
、
ま
た
「
脱
炭
素
」

社
会
へ
の
転
換
な
ど
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
岡
京
駅
前
線
整
備
に
関
し
て
、
事
業

の
進
捗
状
況
や
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
質
し
、
天
神
通
り
踏
切
ま
で
約
百
メ
ー

ト
ル
部
分
に
歩
道
が
な
く
、
用
地
協
議
を

進
め
て
い
る
こ
と
や
容
積
率
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
　
　
　

　
地
球
温
暖
化
と
農
業
振
興
に
関
し
て
質

し
、
農
業
用
た
め
池
整
備
方
針
、
地
元
負

担
軽
減
、
水
稲
栽
培
の
病
害
虫
防
除
支
援
、

都
市
と
農
業
の
共
生
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
　
　

　
第
４
次
総
合
計
画
の
第
２
期
基
本
計
画

の
５
年
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
民
の

豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
、
未
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司

　

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
第
４
次
総
合
計

画
の
第
２
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
予
算
の
最
優
先
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
で
あ
る
こ
と
は

当
然
の
判
断
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、

災
害
へ
の
備
え
や
防
災
拠
点
と
も
な
る
新

庁
舎
の
整
備
と
い
っ
た
安
全
・
安
心
の
確

保
や
、
「
保
健
・
医
療
」
の
分
野
に
お
け

る
済
生
会
京
都
府
病
院
の
移
転
支
援
、
共

生
型
福
祉
施
設
構
想
の
推
進
と
い
っ
た
、

暮
ら
し
の
基
盤
の
下
支
え
に
も
十
分
配
慮

さ
れ
た
予
算
編
成
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し

ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
一
人
一

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
本
格
運
用
や
、

学
校
施
設
の
改
修
や
空
調
整
備
な
ど
、
ソ

フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
学
習
支
援
を
図

っ
て
い
く
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
デ

ジ
タ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
本
市
の
児
童

・
生
徒
の
「
生
き
る
力
、
し
な
や
か
な
人

づ
く
り
」
に
取
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
行
政
需
要
に
対
し
て
、
各
施
策
の
推

進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

へ
の
円
滑
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
上
村
真
造
　
白
石
多
津
子
　
田
村
直
義

　

　
３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算

の
審
議
を
行
い
、
総
額
３
１
２
億
６
千
万

円
の
予
算
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
　
　

　
本
予
算
は
、
災
害
が
発
生
す
れ
ば
対
策

本
部
を
設
置
す
る
重
要
な
施
設
で
あ
る
と

訴
え
続
け
て
き
た
新
庁
舎
の
建
て
替
え
、

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
医
療
機
関
の
重
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
た
公
的
病
院
と
な
る
済

生
会
京
都
府
病
院
移
転
支
援
な
ど
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
、

さ
ら
に
は
、
が
ん
検
診
や
予
防
接
種
の
充

実
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
新
中
学
３

年
生
と
新
高
校
１
年
生
へ
個
別
通
知
の
実

施
、
保
育
人
材
確
保
の
保
育
士
宿
舎
借
り

上
げ
支
援
、
病
児
・
病
後
児
保
育
運
営
助

成
、
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
、
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
や
小
中
学
校
施
設
安
全
対

策
な
ど
、
市
民
生
活
を
支
え
る
予
算
で
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
で
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等

の
資
源
ご
み
が
家
庭
内
で
増
え
る
状
況
を

訴
え
、
新
た
な
資
源
回
収
シ
ス
テ
ム
構
築

の
検
討
を
要
望
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
公
明
党
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
正

確
な
情
報
発
信
に
努
め
、
小
さ
な
声
を
大

切
に
し
、
働
い
て
参
り
ま
す
。
　
　
　
　

　

　
令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

全
て
の
議
案
を
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
予
算
配
分
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
、
新
庁
舎
建
設
、
済
生
会
京

都
府
病
院
の
移
転
支
援
が
中
心
で
あ
り
、

市
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
・
安
定
を
念

頭
に
審
議
を
深
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
の
予
算
の
特
徴
と
い
た
し
ま
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
様
々
な
生
活

様
式
が
変
化
を
す
る
中
、
学
校
教
育
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一
人
一
台
の
運
用
、
感

染
症
対
策
の
学
校
施
設
改
修
、
子
育
て
支

援
で
は
、
子
供
を
生
み
育
て
る
こ
と
へ
の

支
援
な
ど
、
新
た
な
生
活
へ
の
転
換
を
促

し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
予
算
と
し
て
長
岡
京
市

の
魅
力
で
も
あ
る
都
市
と
田
園
の
調
和
の

と
れ
た
環
境
の
保
全
・
農
家
支
援
策
も
兼

ね
た
水
稲
栽
培
に
お
け
る
支
援
の
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
が
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
お
声

を
お
聞
き
し
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た

事
業
推
進
と
政
策
実
現
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
八
木
　
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

コ
ロ
ナ
禍
に
下
水
道
２
割
値
上
げ
!?

　
令
和
３
年
度
予
算
で
は
こ
れ
ま
で
求
め

て
き
た
保
育
士
確
保
の
宿
舎
借
り
上
げ
や
、

障
が
い
者
外
出
支
援
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
増
額
等
前
進
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
10
月
か
ら
の
下
水
道
使
用
料
の
値
上

げ
中
止
の
声
に
市
は
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
共
産
党
は
、
感
染
最
前
線
で
働
く
ケ
ア

労
働
者
へ
の
慰
労
金
や
、
変
異
株
に
よ
る

感
染
再
拡
大
を
抑
止
す
る
た
め
の
高
齢
者

施
設
等
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
求

め
ま
し
た
が
、
市
は
「
考
え
て
い
な
い
」

「
府
が
や
る
こ
と
」
と
ケ
ア
労
働
者
へ
の

感
謝
も
、
真
剣
に
命
を
守
ろ
う
と
す
る
姿

勢
も
な
い
も
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
共
産
党
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
の
実

態
と
実
情
に
合
っ
た
対
策
を
求
め
ま
し
た

が
、
予
算
は
４
９
０
万
円
の
増
だ
け
で
す
。

運
営
が
厳
し
い
障
が
い
者
福
祉
施
設
へ
の

補
助
金
削
減
の
停
止
を
求
め
ま
し
た
が
、

市
は
補
助
金
を
半
減
さ
せ
、
生
活
保
護
申

請
を
た
め
ら
わ
せ
る
「
扶
養
照
会
」
廃
止

の
求
め
に
も
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　

　
減
便
方
針
を
打
ち
出
し
た
阪
急
バ
ス
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
路
線
や
本
数
を
守
る

姿
勢
を
明
確
に
し
、
市
民
の
足
確
保
の
責

任
を
果
た
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
　
　

　

会
派
と
は
同
じ
意
見

や
考
え
を
持
つ
議
員
が

集
ま
っ
て
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
３
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。


